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１．はじめに

　高校３年生では、６か年（または３か年）にわたる附

属学校での総合人間科の締めくくりとして、卒業後の進

路を主体的に探るという位置づけから、「生き方を探る」

という大テーマが設定されている。この大テーマどお

り、今年度の高校３年生も総合人間科を通して自分の進

路を真剣に探ることで充実した学習態度をとることがで

きた。

２．学年の目標

　自らの自己形成の過程を知り、主体的に生き方を選択

することができる力を育てる。進路問題を個人の問題と

はせず、系統別グループ内で検討し、実りある進路選択

を行うことができようにする。具体的には、学外での

フィールドワークによって自分の進路決定に関わる人か

ら直接学んだり、スピーチや研究集録の形式で自らの意

識を発表する。こうすることで、自分の将来に対する認

識を深め、総合人間科の目標である「自分の人生を自覚

的に選択する力を育てる」ことの達成をはかる。

３．学習方法

　前期は学外でのフィールドワークによって自分の進路

決定に関わる人から直接学ぶことを中心とした。これを

もとに後期にはスピーチや研究集録の形式で自らの意識

を発表した。こうすることで自分の将来に対する認識を

深め、総合人間科の目標である「自分の人生を自覚的に

選択する力を育てる」ことの達成をはかった。

４．１年間の活動実績

　４／９　概要説明・アンケート

　４／１６　進路希望系統別グループ発足

　４／２３　フィールドワーク先検討�

　５／７　フィールドワーク先検討�

　５／２１　フィールドワーク先発表会

　５／２８　フィールドワーク

　６／４　フィールドワーク先へのお礼状発送　　　　

　　　　　フィールドワーク報告会準備

　６／２５　フィールドワーク報告会：グループ内

　７／９　卒業論文ガイダンス

　１０／１　スピーチ原稿・集録原稿執筆�

　１０／１５　スピーチ原稿・集録原稿執筆�

　１０／２９　スピーチ原稿・集録原稿執筆�

　１１／５　生き方に関するスピーチ（グループ内）

　１１／１９　学年全体でのスピーチ

　　　　　（各グループからの選抜者による）

　１２／１０　研究集録（卒業論文）原稿完成

　１／１４　まとめとアンケート

（３／４）　中１への講話

５．系統別グループ

　進路希望の系統別にほぼ均等な人数になるように生徒

を割り振り、１８～２１名のグループを６つ作り、学年団の

６名の教諭がそれぞれを担当し、グループ内での取り組

みを援助した。どのグループもリーダーとサブリーダー

を決め、発表会などの運営は生徒が担った。　 

６．生徒の取り組み

�フィールドワーク　（５月２８日）

　検討開始から本番まで１か月しかなかったが、生徒た
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ちはグループ内でよく検討し、自分の進路希望に見合っ

たフィールドワークを行うことができた。木曜日の第

５，６限を訪問時間として設定したが、相手側の都合など

により別日に行った者が４３名いた。訪問先の一例を以下

に示す。

１班　人文科学系統

２班　社会科学系統

３班　理学・工学系統

４班　医学・歯学・薬学系統

５班　農学・教育・家政系統

６班　芸術・技能・就職

　フィールドワーク実施の約１か月後の６月２５日には、

各グループ内でフィールドワークの報告会を行った。生

徒は質疑も含めて各人４分の持ち時間で、フィールド

ワークの動機、聴いてきた話の内容、得られた成果、現

在の進路意識になどについてスピーチした。また、評価

用紙を配布し、自分以外のスピーチについてもしっかり

耳を傾けたあと評価できるよう配慮した。

�生き方に関するスピーチ

　夏休みを前にした７月９日、次なる取り組みである生

き方に関するスピーチと卒業論文執筆の説明を行った。

時間のたくさんある夏休み中に原稿執筆を行ってしまう

者が数名いたが、ほとんどの生徒は学校祭や前期末考査

が終わった１０月中旬になってスピーチ原稿を書き始め

た。受験に向けて家庭学習が大切であることはよく認識

しており、家庭に持ち帰ることで自分の負担にならない

ように、限られた総合人間科の時間に強い集中力を発揮

して執筆を進める姿が印象的であった。

　スピーチの原稿はそのまま卒業論文に発展させること

が可能であり、どの生徒も１２月に締め切りを迎える卒業

論文を視野に入れて書き進めた。また、ＡＯ入試や推薦

入試を受験する生徒にとっては、原稿の執筆が入試にお

ける小論文や面接対策にもなり、実際、高い合格率と

なってその効果を示してくれた。

　１１月５日にまず各グループ内で全員が約３分の持ち時

間でスピーチを行い、その中から３名を投票によって選

抜し、２週間後には各グループからの選抜者により高校

３年生全員の前でもう一度スピーチさせた。以下に選抜

者によるスピーチのタイトルを示す。　 
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名古屋大学　教育学部
名古屋市立大学　人文社会学部
南山大学　人文学部
愛知県教育委員会
ＪＩＣＡ中部
名古屋テレビ

名古屋大学　法学部、経済学部、環境学研究科
名古屋市立大学　経済学部
南山大学　外国語学部、経済学部、総合政策学部
中京大学　法科大学院
名古屋地方検察庁
ＮＨＫ名古屋
中日新聞社
長久手町役場

名古屋大学　理学部，工学部
名古屋工業大学　工学部
岐阜大学　工学部
名古屋市立大学　薬学部
核融合科学研究所
国立科学博物館

名古屋大学　医学部
名古屋市立大学　医学部
岐阜薬科大学
愛知学院大学　歯学部
大府養護学校
動物病院

名古屋大学　理学部，農学部
椙山女学園大学　生活科学部
中京大学　体育学部
中部大学　応用生物学部
県立春日台養護学校
名古屋市立吹上小学校
名古屋短期大学附属幼稚園
名古屋市児童福祉センター
名古屋港水族館

愛知県立芸術大学　美術学部
名古屋医療秘書福祉専門学校
名古屋モード学園
財団法人愛知県国際交流協会
デザイン事務所
スタイリスト
ラーメン店
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　代表者のスピーチでは、生徒全員が書いた感想をス

ピーチ者に渡して、他者の視点から自分を見つめ直すこ

とができるよう配慮した。以下にその一例を示す。

 

　名大附での総合人間科を通して自分の将来のことを深

めていって良いと思う。明確な夢もあってすごい。頑

張ってください。

　６年間の総合人間科のことがまとめられていてよかっ

た。進路、悩むのは共感できる。決めてはみても、悩ん

でばかりなので。納得できるまで、悩むのがいいよね。

　総合人間科は色々なものを考えさせてくれます。特に

今年の総合人間科は幅広く自分を追究できますよね。僕

は具体的な夢を持っていませんが、発表を聴いてこれか

ら模索するのもアリかなぁと思いました。

遊園地のような科学････。とてもすてきな考え方だと思

います。すごく知識も豊富ですごいと思った。私も変人

になれるくらい、好きなことをやれるようになりたい

な。科学者への道、これからも頑張ってね。

　話すの大変なこと。一生懸命話してくれてありがと

う。どんな形であれ、一つのことに打ちこんだという経

験はすばらしいものだと僕も思います。必ず役立つもの

だと思います。そもそもそういう経験をして、色々考え

て、後悔もして、そのことで成長して人間的に深みが増

したものもあると思います．がんばってください。

　私もキャプテンやって、神経性の胃炎になりました。

キャプテンはつらいよね。言葉にならないことがいっぱ

いあるのも、よく分かる。キャプテンやった人だけに成

長できることもあって、それは一生モノです。あの時は

つらいだけだったけど、今思えば、よい経験だよね。す

ごく同感しました。

　テーマが壮大だと思いました。私は自分のことで手一

杯なので、世界や外国のことなど考える余裕がありませ

ん。それに対して、自分の意見をしっかり持ち、他人の

ために役立とうとするあなたは本当にすごいと思いまし

た。私ももうちょっと周りを見わたそうと思います。が

んばって下さい。

 

　感想用紙は温かい励ましの言葉で溢れ、また感想を書

くことでスピーチ者から示唆を与えられるという双方向

の学び合いが達成されていた。また、このような関係が

構築されることで、受験本番に向かって生徒が一体と

なって立ち向かおうとする団結心が引き起こされること

になった。

�卒業論文

　代表スピーチのあと３週間、後期中間考査をはさんで

１２月１０日が卒業論文の締め切りという過密スケジュール

の中、約２０００～３０００文字という卒業論文を全員が完成さ

せた。学年大テーマ「生き方を探る」に基づき、これま

での人生をじっくり振り返る者、これからの長い人生に

思いを馳せる者、さらには過去の総合人間科での研究成

果にさらに踏み込んだ者など、さすが最終学年と思わせ

る充実した内容に仕上がった。卒業論文のおもなタイト

ルを以下に示す。

１班　人文科学系統
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２班　社会科学系統

３班　理学・工学系統

４班　医学・歯学・薬学系統

５班　農学・教育・家政系統

６班　芸術・体育・技能系統

�中１への講話

　卒業式の３日後の３月４日の総合人間科の時間、既に

推薦入試等で進学を決定している生徒に、同じく「生き

方を探る」を大テーマとする中学１年生に向けて、話を

してもらった。内容は自分の６年間を振り返ったり、こ

れから進む大学で学びたいことであったりと様々であっ

た。代表生徒８名の進路は以下のとおりである。

　�文学部

　�工学部建築学科

　�経済学部

　�映像メディア学部

　�音楽学部

　�総合政策学部

　�応用生物科学部獣医学科

　�海外留学

７．成果と課題：アンケート調査より

　最終回あたる１月１４日に、総合人間科に関するアン

ケートを行った。アンケート項目は以下のとおりであ

る。

１．今年度のフィールドワークは自分の進路を考える上

で役に立った？

２．自分の３分間スピーチは自分の進路を考える上で役

に立った？

３．自分の３分間スピーチによって受験への意欲がより

強くなった？

４．他人のスピーチを聴くことは自分の進路を考える上

で役に立った？

５．他人のスピーチを聴くことで受験への意欲がより強

くなった？

６．卒業論文の執筆は自分の進路を考える上で役に立っ

た？

７．今年度（高３）の総合人間科は、自分の進路を考え

る上で役に立った？

８．中１あるいは高１からの総合人間科は、自分の進路

を考える上で役に立った？

９．今年度（高３）の総合人間科は、科学への知的好奇

心を育てる上で役に立った？

１０．今年度（高３）の総合人間科は、深く理解し、考え、

発表する力を育てる上で役に立った？

１１．今年度（高３）の総合人間科は、人や社会のために

学習内容を活用する力を育てる上で役に立った？

１２．今年度（高３）の総合人間科は、大学での専門的な

研究につながる学びの力を育てる上で役に立った？

１３．今年度（高３）の総合人間科は、自分の生き方につ

いて考える力を育てる上で役に立った？

　これらを、とても強くそう思う、まあまあそう思う、

どちらでもない、あまりそうは思わない、全然そうは思

わない、の５段階で回答させた。その結果、とても強く

そう思う、まあまあそう思うを合わせた割合が８０％を超

えたのが１．７．１３．の３項目であった。８．と１０．も７５％を

超えた。反対に、５０％に満たなかったのが３．５．９．で

あった。

　附属学校の出口にあたる高校３年生の総合人間科で

は、自分の人生を真剣に考え、間違いのない進路選択を

させることを主眼として活動してきたが、１．７．１０．１３．

が高い支持を得たことは生徒にそのねらいが浸透してい

高校３年生　生き方を探る�

貧困をなくすために
THINKING BASEBALL
墨西哥探検記
NPOという選択
社会に合った＋１の提案
HEROへの道

ヒコーキ
STRONG WORLD
Architecture
思考と感覚
未来の自分へ
３分でわかる「でつの法則」

名大附での６年間
運命的な出会い
器械体操を通じて
宗教について考えてみる
将来の夢と過去
世界の夢を叶えよう

泳ぐ人
芸術からめて
僕の活きる道
青春18切符　～心の旅～
6576日　18年間を振り返って
立派な不良になること

我がマンガ道
私たちの使命
私とBallet
わたしのまど
志の下で
Twinkle dream BRIDAL STYLIST
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ることをうかがわせてくれる。また、８．の支持率の高さ

も、６年あるいは３年にわたる総合人間科の取り組み

が、生徒に高い意識を持って進路選びをさせる大きな力

になっていることを物語っている。

　一方、高３の総合人間科はＳＳＨを意識したものに

なっていないため、９．では約２８％の生徒しか肯定的にと

らえていないが、１２．では約６２％が大学での研究につな

がると考えていることが示された。このことは本校のＳ

ＳＨ研究開発において高大の連携を意識していることが

関わっているように感じられる。総合人間科は、自ら学

び考えるトレーニングを積んだ生徒を大学の学びの場に

送り出すことの原動力となっていることは生徒の意識か

らも確かなことのようである。

 （文責：佐藤俊樹）
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